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図 1 ずり応力による血管内皮 NO生成の生理的機序
Koo 等 [1] は，これらの機序を定常流で 10[dyn=cm2] が加
えられ続けた場合の NO 生成特性を対象にモデル化を行っ


















て k1 は殆ど変化しないが，I は低いずり応力に対して小さい
値となった．図 2より I が小さい場合はピーク値に達する時間
が早くなり，徐々に減衰していく NO 応答となる．ずり応力が
6[dyn=sec2] 以上の場合では I が大きな値を取るため，NO が
減衰せずに飽和する応答となる．










































































図 3 ずり応力 (shear stress)に対応したモデルパラメータ
Andrewsの実験では，内皮細胞に対する NO生成阻害薬の一
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